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すべての階層で共通するコンピテンシー（グローバル）

すべての階層で共通するコンピテンシー（イノベーション）

すべての階層で共通するコンピテンシー（ビジネス環境理解）

第1回 自分を知る
第2回 仲間を知る

【概要】
組織や個人のパフォーマンスについて、
「個々の能力が高ければチームの生産性も高いと言えるのか？」
「個々の心理状況により生産性に差が出るという経験はないか？」などの
疑問を抱いたことを一度はあるのではないでしょうか。

講師の小林氏は、アメリカ国防総省で海兵隊員を対象にした研究を行って以来、最適
組織編成ためにFFS理論を提唱しています。
調査によると、チームメンバーが無作為に選ばれると、いわゆる「社会的手抜き」現
象によって、6人のメンバーで5人分くらいの生産性しかあげられない傾向が確認され
ます。しかし、メンバーを「同質的」もしくは「補完的」という観点から選び出すと、
6人のメンバーで10人分くらいの生産性をあげられる。ちょうど2倍ほどの差が生じ
ます。この結果はチームの成果・生産性はチーム編成で左右される、ということを如
実に示しています。

本講座では第2回シリーズで、生産性の高いチームづくりの方法論を解説します。


